
時間生物学セミナーシリーズ

演題名：脊髄における感覚一連動連絡の仕組みをさぐる

演　者：今井文康　博士
（米田シンシナティ小児医療センター〃研究賞）

日　時：2017年5月19日（金）15時30分～17時00分

場　所：第一校舎6号館206教室

セミナー概要

書龍のMotorNeuron（運動ニューロン）は筋肉の取組を介して我々の嬉々な動きを制御してい

るが、この運動ニューロンは大脇皮質や讐龍など嬉々な補軽細胞からの入力を受けることが知られてい

る。そのうちの一つである虚覚柵鍵は皮膚や筋肉の惰縄を運動ニューロンに伝えることで運動ニューロ

ンの活動を調整し行動制御こ関与している。我々はこの懸賞神軽の発生、回路形成およびその繕詩のメ

カニズムに着目しており、反発分子として知られるSemaphorin／pIexinシグナルが柵経国蹟形成に、ま

た低分子GTp結合タンパク責であるCdc42がシナプス形成に関わること、さらに、この神経回踏繕籍に

遺伝子の発現の制御こ関わるmicroRNAが重要であることを報告してきた（Imai［etal・，CeIiRep2016；

imaiFetaI．．川eurosci．2016；WehnerABetaI．．Development2016）。本機運ではこの感覚一運動回路の形

成および繕特の分子メカニズム、さらには歩行時における機能についての長所の知鳥を紹介したい。
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今井文庫　博士（医学）：米国シンシナティ小児医療センター・研究置

1999年明治大学農学部卒。2006年標浜市立大学医学研究科博士課程卒

築後、沖縄科学技術大学院大学（Ol訂）”研究具を絶て、現在、シンシナ

ティ小児医療センター発生生物学部器に新種。

今井隊士はCeiIReports，NatureCommunicatiohなどの一触蛙をはじめ、

Development，」Neuroscienceなどの喜劇蜘こ多くの論文を発表している。

※今井議士は本学龍出身の研究書で長くアメリカで渚表されています。学生の曹さまの書換の研究や研究生活に捜立つ内

書く動脈）が飢ヽと患います。曽さまのご書加をお持ちしております。

運線先：農学部動物生電撃研究室　中村審議（5－的5、内線7823）


